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滞佛研鐙考 小野政吉 ・敏郎父子の事例

田 中 貞 夫

小野政吉がフランスへ留学 したのは,明 治5年(1872)6月20日(新 暦,以 下同 じ)(註1),彼

が八歳の時の ことである。おそらく我国最年少の佛国留学生の一人 といって も,過 言ではなかろ

う。 ところで,こ の様な年端 も行かぬ児童が,如 何なる事情で,海 外へ渡航する事 になったので

あろうか。 この点か ら考 えても,少 なか らず興味がある問題である。

政吉は田和仁兵衛の長子 として,山 城国の下鴨村(現 在の京都市左京区)に 誕生 した。元治元

年(1864)12月28日 のことである。後 に小野善右衛門(伯 父)の 養子 となるが,善 右衛門の要請

により海を渡 ることになった。

よく知 られている様 に,当 時の留学生の多 くは,明 治新政府の希求を反映 して,国 家 に貢献す

る人材の育成が大 きな目標であった。それ故,各 人の 目的が一応達せ られると,す ぐさま帰国し,

研鐙 して きた学問 を生か して,活 躍するのが常であった。

ところが,小 野政吉の場合 は,あ まりに も若年で外 国に出かけた為か,長 くフランスに止 まり,

子息(敏 郎)も また彼の地で生活 をし,学 業を修得する結果 となった。やは り当時 としては珍 し

い例 といえようが,こ れが唯一の事例 と考 えるのは早計であろう。例えば,本 野家三代の フラン

ス留学が他 に存在するか らである(註2)。

しか しなが ら,官 費留学生で もなく,雄 藩出身で もな く,か つまた門閥にも属 さない一少年の,

フランス留学生活 とは,一 体如何 なるものであったのか。 日本 フランス学研究の上で も逸する事

の出来ない人物であろう。

1

政吉の伯父 ・小野善右衛門は,幕 末維新期 における商業界の風雲児で,豪 商 ・小野組の屋台骨

を背負 った入物である。激動する時代の中で頭角 を表わし,し かも商才が卓抜 していたが故に,

その行動 は唯我独尊 となり,強 いては小野組 を破滅の道に導 く結果 になる。 しかし,善 右衛門は

小野姓 を冠 しているが,小 野一族の血縁に繋が りは無 く,子 飼の番頭上 りの者である。

さて,こ こで小野組 について簡単 に触れてお くと,上 方商人にはよくある例であるが,近 江の

出であ り,高 島郡大溝が小野一族(本 文に関連のある善助家を中心 に記す)の 発詳地である。
のりひで

「大溝小野家の初代新 四郎則秀 は万治年間から陸羽の物産を,京 都 ・大阪および近国の物産 と
しゆげん

交易 していたらしい。その二男主元 は寛文二～三年 ごろ盛岡に くだ り,村 井新七方をたより,の

ち,新 七の別家 となって,村 井姓 をなのって村井権兵衛 といい,近 江屋 と称 した。村井新七は慶
ぬぎ ば

長一五年すでに奥州南部遠野に来 り,盛 岡に居 をしめ,つ づいてでて くる近江商人の 『草鮭脱場』

となっていた。す なわち,後 来の近江商人はここに来着 し,こ こを根拠 にして発展 した ものらし

い」(註3)。

村井権兵衛は故郷 ・大溝か ら甥の善助 を呼びよせて,盛 岡に開店(屋 号 ・井簡屋)さ せた。そ

の後,善 助 は京都 に進出 し,手 広 く商品を扱い,益 々大店になっていった。江戸 にも出店 をだ し,
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明治維新の頃には,三 井組,島 田組 と並 んで新政府に財政的援助 をし,御 為替方 と称 される程 に

なる。

小野組 は維新後になって,よ り一層繁栄 したかに思われたが,政 府の政策によって,今 まで得

た特権 は大 きく修正 を余儀無 くされる。明治6年(1873)の ことである。同17年(1884),小 野

組はその権利 を小野商会 なるものに移 して,実 質的に小野組 としての活動を終了 した。

なお,小 野組 をこの様 に隆盛にみちびき,そ の一方,破 綻 させ る原因を作 った,政 商 ・小野善

右衛門とは一体いかなる経歴の持主なのか。

善右衛 門は文政9年(1826),山 城 国下鴨村の生 まれで,田 和家の長子である。当主は代 々,

仁兵衛 と名乗る程の農家であったが,す でに家運は傾 きかけていた。幼少時の名 は長之助である
としさだ

が,長 じては勺貞 と改名 した。天保7年(1836),家 督を弟 に譲 り,商 人 として自立すべ く,京

都の小野店 に丁稚奉公 に上 った。嘉永5年(1852)に は江戸店 を改革 し,安 政6年(1859)に は,

盛岡店が盛岡藩から追放処分 を受けた際 その解決策を構 じて,大 いに手腕 を発i揮する。万延元

年(1860)の4月,今 までの功績が認め られてのことか,小 野家の別家である西村姓 を許されて,

西村勘六 と名乗ることになる。

これ以降,勘 六の独断専行 は激 しくな り,元 来,小 野三家の大番頭 の役名であった善右衛 門を

勝手に名乗 り,西 村善右衛門 と称 した。明治4年(1872)の 戸…籍法の制定 に際 しては,い ち早 く
さん

これを本名 として届出て,正 式に西村善右衛門 と登録 した。その後,一 人娘(産)に 養子 を貰い,

娘婿(増 田作次)に 西村家 を継がせ,自 らは西村姓 を去って,小 野姓 を呼称する。

「当初,宗 家善助は病弱の身であったか ら,家 事 の統轄 を勘六 に委任 したのであったが,今 全

然主権 を奪われたような形になったので,三 家の主人は額 をあつめて,身 の臆甲斐な さを歎 くの

みであった。か くて,内 外の心ある人々は,勘 六の借越不遜 な行動 に眉をひそめ,… …」(註4)。

善右衛門が この様な人物であったことは,否 定出来 ない事実であるが,こ れ も激動の時代 なれ

ばこそ,や むを得ない事 なのであろう。何故なら,こ れを武士階級に置換るな ら,こ うした例 は

枚挙に逞が無いからである。

2.

明治5年,棋 村 正直京都 府大参 事が民 間(三 井,島 田,小 野)か らの海外留学 を奨励 したので,

小 野組 で も留学 させ る ことにな った。

他 組 に対 しての均 衡上,小 野善助(小 野 組本家)の 長男(善 次 郎)と,善 次郎 の弟 をイギ リス

に派遣す る こ とを考 えたが,弟 は病 弱 の為,断 念せ ざる を得 なか った。そ こで,善 右衛 門の甥(政

吉)が 選 ばれ,フ ランス に渡 る経 緯 は,前 述 の通 りで あ る。 その他,小 沢 信太郎(註5)が 急遽 同行

す る こ とに なった。

なお,こ れか ら5年 後 の明治10年(1877)3月,棋 村京 都府知事 は公 費の留学 生 を フランスに

送 ってい る。か つ ての京都 府仏 学校 教 師,レ オ ン ・ジ ュ リー(LeonDury,1822-189ユ)の 進言

に よる ものであ るが,そ の 目的 は京都 府 の産業振興 を計 るため であ った。 ジュ リー に よって選 ば

れた留 学生 は,師 範 学校 か ら3名,中 学校 か ら1名,仏 学校 か ら4名 の,総 計8名 で あった。彼

等 は帰 国す る レオ ン ・ジュ リーに伴 われ て,勇 躍海 を渡 るので あるが,そ れ等 の中 には,稲 畑勝

太郎 は じめ後 年世 に名 をあげ た者 が多 い(註6)。

ところで,小 野政吉 の留学先 をフ ランスで はな く,ス イス とす る記 述 も見 られ るが(註7),こ れ

は明 らか に間違い であ ろ う。何 故 な ら,政 吉 の仏 国での経歴 か ら考 え て も,こ うした見解 は決 し

て 正 し くない か らで あ る。 実 は,小 野 政吉 の 渡航 に際 して は,横 浜 の シーベ ル 商会(Siber&

Brennwald,ス イ ス人 の貿 易 商)に 色 々 と世 話 に な った。 そ の関係 上,同 商会 か らは留学先 をス
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イス にす る よう勧 め られ たが,生 糸貿易 を重視 してい た善 右衛 門の一声 で,佛 国 に決定 した とい

う経 緯が ある。

上 述 の如 く,小 野 政吉 は同行五名 の 中の一員 と して(註8),明 治5年 の6月20日,仏 国郵船会社

メサ ジュ リ ・マ リテ ィム(MessageriesMaritimes)所 属 の ゴ ダバ リ号(Godavari)(註9)で 横 浜 を

出航 したが,7月4日 に香 港 に て,ア ル フ ェ号(Alphee)に 乗 りか え て,目 的地 マ ルセ イユ に

到着 したのは,同 年8月20日 の ことで あった。 お よそ2ケ 月 の船旅 で あ る。

マル セイユか らパ リまでの交通機 関 は,汽 車 を利 用 したが,車 窓 の田園風景 とは裏腹 に,パ リ

は市 街戦(パ リコ ミュン)の 跡 を まだ色濃 く残 してい た。

小 野政吉 と小 沢信 太郎 の両名 は,寄 宿 舎 を兼 ね備 えて い る私 立 ・オル チ ュス学 院(lnstitution

HORTUS,94,rueduBac,パ リ7区)に 入学 した。 政吉 達 の入 学動 機 は不 明 で あ るが,お そ ら

くこの学校 が外 国人 に広 く門戸 を開放 してい た ことが,最 大 の理 由で あ ろう,と 考 え られ る。 こ

の私 立学 院 にはす で に2名 の 日本 人生徒 が在 籍 してい た ら しく,入 江文郎(当 時の佛 国留学生総

代)の 「留 学生名簿 」 には,次 の名前が見 出 され る。

榎本彦太郎 申二十歳

仏国著 明治五年四月十五日

学科 鉱山学

当時所学 普通学

教師 ヲルチュス塾

新納武之助 同十六歳

仏国著 千八百六十六年十一月廿九日

学科 未定

当時所学 普通学

教師 オルチュス塾

ところが,不 思議 なことに,こ の名簿の中には小野政吉の名前が見当らない。その理由は不明

だが,年 があま りに若年 なので,留 学生 として取 り扱われていないのか,と も考 えた。 しかし,

その理由を年齢の問題 として捉えるだけでは,解 決出来ない ようである。何故な ら,同 名簿には

政吉 とほぼ同じ条件 の者(幼 年であ り,し か も自費留学生)が 明記 されているか らである。

蜂須賀萬亀次郎 申九歳

仏国着 明治五年三月十九日

学科 幼年二付未見留無之

当時所学 普通学

教師 マール氏

明治初期の佛国留学生 といえば,ご く限 られた人数であ り,し かも同名簿には,在 校名および

住所 まで詳細に記載 されている。それ故,す でに報告 したものであるが(註10),当時の留学生事情

を把握する上で,貴 重な史料 と思 われるので,こ こに再 び紹介 してお くことにする。
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3.

入江文郎の直筆 による 「留学生名簿」は,入 江尚子氏旧蔵のもので,和 紙に縦 に書かれている

が,記 述の都合上,本 稿では横書 きにしたことを付記す る。寸法を記 してお くと,縦25cm× 横18

がその大 きさとなる。

なお,()の 中は,筆 者の追跡調査 によって判明 したものであるが,留 学生の住所が書か

れた史料(入 江尚子氏旧蔵)も 入手することが出来たので,〈 〉の中に示 しておいた。そこ

に記された住所 は正確 さに欠 く個所 もあるが,文 郎の直筆でもあるので,そ のまま記載 してお く。

1.官 費 之分

西園寺望一郎

仏国著

学 科

当時所学

教 師

申二十四歳

明治四年二月六 日

制度学(政 治学)

普通学(一 般教養)

ミルマル氏

<lnstitutionMarc.53,ruedesDames.Batignoles>

(の ち に公 望 。 出 身 地,京 都 。 公 家 華 族 。 明 治 法 律 学 校 教 員,東 洋 自 由 新 聞 社 長 ・主 筆,

各 国 公 使,文 相,首 相 。)

石丸三七郎

同

同

同

同

(兵学寮生徒,

同二十三歳

明治三年十一月廿八 日

築 城(築 造学)

普通学

ニース政府学校

出身地,岡 山。)

小坂勇熊

同

同

同

同

同

同二十三歳

隊外士官業務(参 謀学)

普通学

サンルイ学校

(のちに,千 尋。出身地,岩 国。兵学寮生徒。陸軍大学教官。陸軍省軍務局第一軍事課長兼

陸軍省参事官。陸軍歩兵中佐。)

樽崎頼三

同

同

同

同

同

同二十六歳

(兵学寮生徒。出身地,

軍事刊法

普通学

ミルマン氏

山口。パ リにて明治8年2月17日 病死。)
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堀江提一郎 同二十六歳

同 同

同 同

同 普通学

同 コルネーイ氏

(兵学寮生徒。招魂社司。)

船越熊吉 同十九歳

同 同

同 大砲(砲 兵学)

同 普通学

同 サ ンルイ学校

(兵学寮生徒。出身地,広 島。)

野村小三郎 同十八歳

同 同

同 隊外士官業務

同 普通学

同 デカル ト学校

(兵学寮生徒。出身地,岡 山。パ リで死亡。)

小国 磐 同十七歳

同 同

同 士兵学(築 造学)

同 普通学

同(仏 国政府学校)

(兵学寮生徒。出身地,岩 国。陸軍大学教官。陸軍少将。)

駒 留良蔵 同

同

同 法律 学

同

同

GM.Koma-Tome.16,rueLord-Byron>

(出身地,沼 津 。警 視庁 准奏任御用 掛 。長崎控訴 院検事 。)

安 藤 直 五 郎 同

同 明 治 五 年 四 月

同 兵 学

同 普 通 学

同

〈lnstit.PreysetDesboeufs.19,rueMasurel(aLille)〉
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前田弘庵

同

同

同

同

同二十四歳

明治三年正月十二日

農 学

普通学

クェー学校

〈Instit.aCouche(dept.deVienne}〉

(の ちに正名。 出身地,鹿 児 島。外務,内 務,大 蔵省 に歴任 。山梨県 知事。元 老 院議官 。貴

族 院議 員 。)

西直八郎

同

同

同

同

同二十三歳

千八百七十一年三月二日

兵 学

普通学

マルク氏

(出身地,鹿 児 島。)

岩下長十郎

同

同

同

同

同二十歳

千八百七十一年四月十六 日

未 定

普通学

フブール氏

(出身地,鹿 児島。砲兵大尉。)

渡六之助

同

同

同

同

同二十五歳

明治三年三月一 日

兵 学

陸軍大兵学校サ ンシール

(のちに正元。出身地,広 島。陸軍少佐。参謀局諜報提理兼幼年学校次長。大政官書記官。

元老院議官等 を歴任。貴族院議員。著書に 『巴里籠城 日記』。)

河津祐之

同

同

同

同

同二十四歳

明治五年四月廿六 日

究理学(物 理学)

普通学

デマ レー氏

(編輯寮六等出仕。出身地,静 岡。元老院大書記官。東京上等裁判所詰検事。司法大書記官。

函館控訴院検事長。逓信次官。訳書に 『佛国革命史』)

熊谷直孝

同

同

同

同二十三歳

化学



同 普通 学

同 ボ ンネー氏

<lnstit.Harent.9,ruedeJouy>

(造船 寮九等 出仕 。出身地,京 都 。京都府 権 中属 。)

稲垣喜 多造 同二十 四歳

同 千八 百七十 一年十 月三十 日

同 算術 英仏 語学

同 ボ ンネー氏塾

(工部 省,工 作局 造船技 師 ・主船 寮 中師。横須賀 造廠所技 師 。)

長 谷部仲彦 同二 十三歳

同 明治五年五 月十一 日

同 工 学

同 普通学

同 ギベ ール氏

<ChezM.SilvestreLeon.S,ruedeTarente>

榎 本彦太郎 同二十歳

同 明治五 年四 月十五 目

同 鉱 山学

同 普通 学

同 ヲルチ ュス塾

〈PensionHortus.94,rueduBac.〉

山 ロ彦 次郎 同十七歳

同 同

同 農 学

同 普 通学

同 ル ノワー ル氏

〈Instit.Marc.53,ruedesDames.(Batignoles)〉

松 原且次郎 同十八 歳

同 千八 百七 十一年 三月十 四 日

同(ブ リッキセール着)

同 鉱 山学

同 普通学

同 ラヒ ッ ト氏

Glnstit.Harent.9,ruedeJouy>

(南校生徒 。 出身地,金 沢。)

古賀護太郎 同二 十三歳

同 同

37
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同 鉱 山 学

同 普 通 学

同 シ ュ ー ル ド氏

<Instit.Harent.9,ruedeJouy>

(の ち に 袋 久 平 。 南 校 生徒 。 出 身 地,佐 賀 。)

中江篤助

同

同

同

同

日一

歳

十

六

月

十

正

氏

二

年

学

学

一

同

五

法

通

レ

治

刑

普

パ

明

<Instit.Reusse.rueduCardinalleMaine>

(の ち兆民 。南校 助 教 。 出身地,高 知。 外 国語 学校 長。 元老 院権少 書記 官 。衆 議 院議 員。

「東 洋 自由新 聞」主 筆。著(訳)書 多 数。)

宗

同

同

同

同

内河

同

同

同二十四歳

普通学

ブランシ ョン氏

<ChezM.Winter.InstitutionParc-de-Neuilly,Neuilly>

大田徳三郎 同

同

同

同

同

(出身地,広 島。陸軍省七等出仕。砲兵大尉。大阪砲兵工廠監務などをへて陸軍中将。)

柏村庸之允

同

同

同

同

同(廿 二歳)

(午ノ十一月廿八 日)

(砲兵学)

(仏国政府学校)

(兵学寮 生徒 。 出身地,山 口。)

大山 岩 同

同

同

同

同

(大山厳。通称弥助。出身地,鹿 児島。陸軍士官学校長。内務大輔大警視。議定官。陸軍卿。

参謀本部長。陸軍大臣。海軍大臣。文部大臣。枢密顧問官等の顕官 を歴任。陸軍元師。)
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山中一郎 同

同

同

同

同

(出身地,佐 賀。政治経済学を修学。佐賀の乱で処刑 される。)

松田正久 同(廿 七歳)

同

同(軍 事刑律)

同(普 通学)

同(マ ルク塾)

(西周塾生。出身地,佐 賀。軍事学 を修学せず,政 法に転 じたため帰国を命 じられる。検事。

鹿児島造士館教頭。文部参事官。長崎県会議長。衆議院議員。大蔵大臣。文部大臣を歴任後,

衆議院議長。)

曽根荒助 同

同

同

同

同

(大阪兵学寮幼年舎。陸軍経理学 を修学。出身地,山 口。士官学校出仕並太政官少書記官。

法制局参事官。衆議員書記官長。衆議院議員。各国公使 を歴任。その後,司 法大臣,農 商務

大臣,大 蔵大臣,臨 時外務大臣となり,統 監。)

介正

同

同

同

同

嶺長 同(十 八歳)

(申ノ十月廿 日)

(歩兵学〉

(仏国小学校在留)

2.県 費 之分

飯塚 納

仏国費

学 科

当時所学

教 師

学 費

申二十八歳

明治四年五月廿五 日

法律学

普通学

デヌビール氏

千 金

GChezM.Dlahausse,alaSorbonne.15,ruedelaSorbonnepar1'escalier5>

(出 身 地,島 根 県 。 「東 洋 自由 新 聞 」 副 社 会 。 詩 人 。 黒 竜 会 。)
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山田虎吉 同十 九歳

同 明治三年十 一月廿 九 日

同 制 造学

同 普 通学

同

GInstit.Galtier.104,rueAmelot>

(また は寅吉 。 出身地 豊津 。エ コー ル ・サ ン トラール にて土木建 築学 を修 学。工博 。)

山口建五郎

同

同

同

同

同

同二十三歳

明治四年六月廿八日

鉱山学

普通学

ルノワール氏

千 金

Glnstit.Massin.12,ruedesMinimes>

(致 遠 館 に学 ぶ,出 身 地,伊 万 里 県 。)

浅田逸次

同

同

同

同

同

同

同二十二歳

医 学

普通学

べナール氏

千 金

<20,AvenueduBel-tir.?CheyM.Silvstre.pensionduTrone>

(出 身 地 伊 万 里 県 。)

福地鷹次

同

同

同

同

同

同

同二十歳

法律学

普通学

ボンネー氏

千 金

<ChezM.Bonnel.26,BddelaReine,Versailles>

(出 身 地,伊 万 里 県 。)

造琢

同

同

同

同

同

塚大

同

同二十二歳

兵 学

普通学

メニール氏

千 金

<lnstit.Pretel.69,ruedeClichy>

(致遠館 に学ぶ。 出身地,伊 万里県 。外 国貿易並 び に博覧 会審査 官。大正博 覧会協 会理事 。)
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黒川誠一郎 同二十五歳

同 千八百六十九年四月

同 法律学 巴里法律大学校ニテ修業

学費 八百四十 ドル

<26,rueMonge>

(出身地,石 川県。司法少書記官。司法大書記官。外務大書記官兼外務書記官。無任所公使

館参事官。行政裁判所評定官。)

清水金之助 同二十八歳

同 千八百六十九年七月二 日

同 器械学

同 普通学終 り最上等学

同 アラン氏塾

同 八百 ドル

<Instit.Harent.9,ruedeJouy>

(誠。金之助は通称。工芸大学に入学。出身地,石 川県。東京でマ ッチ会社 「新燧社」設立。)

岡田丈太郎 同十六歳

同 千八百六十九年七月二 日

同 鉱 山学

同 普通学

同 クンチアン学校

同 五百 ドル

GPensionnatdesFreresaPassy>

(出身地,石 川県。)

小埜弥一 同二十六歳

同 明治四年五月

同 化 学

同 普通学

同 ジビノー氏塾

<22,rueMaronniere>

(出身地,静 岡県。)

庄司金太郎 同十九歳

同 明治三年十一月廿八 日

同 海 軍(築 造学)

同 普通学

同 ニース学校

GLyceedeNice,Nice>

(出身地,島 根県。)



り
白

●

4

り
0 自費之分

蜂 須賀万 亀次郎 申九 歳

仏 国著 明治五年 三月十九 日

学科 幼 年 二付 末見留 無之

当時所 学 普通学

教 師 マー ル氏

<ChezMlle.Sebirot.199,routed'OrleansauGrandMontrouge>

(式部官 。)

池 田 登 同二十 三歳

同 同

同 器械 学

同 普通 学

同 ボ ンネー氏塾

〈ChezM.Damarc,Instit.aJgny(S.etO.)〉

村上 四郎 同二十五歳

同 明治 三年十一 月廿八 日

同 工 学

同 普通 学

同

〈ChezM.Benard.ruedeParisaPalaiseaux(S.etO.)〉

(出身地 山口県 。)

中島精一 同二 十二歳

同 明治五年 正月十 四 日

同 器械学

同 普通学

同 シウエー氏塾

(出身地,石 川県 。)

前 田利同 同十七 歳

同 明治 五年二 月廿 四 日

同 兵 学

同 普 通学

同

(外交 官。式部 官。宮 中顧 問官。)

江藤彦 夫 同二十 三歳

同 明治五 年三 月十九 日

同 器械学

同 普通学



同 ミケール氏

毛 利藤 内 同二 十二歳

同 明治三年 十 月廿 入 日

同 法律学

同 普通 学

同 ベ ナー ル氏

GChezM.Benard.ruedeParisaPalaiseaux(S.etO.)〉

(大阪 で仏式 兵法伝 習 。 出身地,山 口県。 第百十銀行 頭取 。)

新納武 之助 同十六歳

同 千八 百六十 六年十一 月廿九 日

同 未 定

同 普通 学

同 オルチ ュス氏塾

(また は次郎 四郎 。出 身地,鹿 児 島県。)

三 刀屋 七郎 次 同二 十七歳

同 明治五年 二月二十 日

同 未 定

同 語 学

同 カ ンール氏

(出 身地,山 口県。)

中村雄 次郎 同二十一 歳

同 明治五 年九 月

同 兵 学

同 普通 学

同 ガルニエ氏

GChezM.Garnier.20,BourgdeReine.Instit.Garnier>

(出身地,度 会県 。砲 兵 中尉 。)

津 田震一郎 同二 十二歳

同 同

同 兵 学

同 普通学

同 ガルニエ学校

<ChezM.Blanchan.auVesinet>

(出身地,和 歌 山。)

小 田均 一郎 同

同

同
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同

同

(出身地,松 江。元藩執政。)

坂田乾一郎

同

同

同

同

同

同

浦島健蔵

同

同

同

同

同二十一歳

明治五年八月五 日

丸静

同

同

同

同

同

田新 同

多田弥吉 同

同

同

同

同

同

(出身地,和 歌山県。砲兵中尉。大阪府鎮台予備砲兵第二大隊第二小隊予備隊長心得。陸軍

中尉。田原坂にて戦死。)

その他,入 江文郎の 「西航備忘録」にも,留 学生の名前が記載されている。参考 までにそれを

記 してみると,栗 本貞次郎(静 岡),三 浦十郎(佐 土原),桂 太郎,吉 武彦十郎(山 口),戸 次正

三郎(柳 川),前 田壮馬(高 知),小 倉衛門介,周 布金鑓,光 田三郎(山 口),大 黒屋幸蔵,中 山

譲治,加 藤忠七,上 村佐七,小 佐佐作(常 陸処士),藤 本屋(出 身地不詳)等 の名が見 られる。

4.

オル チュ ス学 院は,1828年(文 政11),オ ル チ ュス 氏 に よって創 設 された(註11)。彼 の直接 の経

営 は1870(明 治3)ま で続 いたが,一 時 は,ト ル コ人留 学 生が 数 多 く在 籍 して いた。 そ の後 は

1905年(明 治38)ま で,キ リス ト教義 普及会 の学 院 と して存続 す る。
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同学院は初等教育課程 を含 む,中 等教育機 関であったが,小 野政吉が入学 した頃の私立学院

(lnstitutionprivee)と は,制 度上,ど の様 な位置 に置かれていたのであろうか。
一般に中等教育機関は

,四 種類の施設が並存 していたが,私 立学院の学習年限はリセや コレ ー

ジュより短い ものであったようだ。その概要は次の通 りである。
リ セ ・ デ タ

「a

b

C

』
U

さて,政 吉 は この学 院 に通算八 年 間在 学す る こ とにな るが,

生 活 は,一 体 どの様 な もので あ ったのであ ろ うか。 この問題 に関 しては,彼 は何 ん らの記録 も残

してい ないの で,明 言 は避 けねば な らないが,あ る程度 の推 測 は可能 で あろ う。

何 故 な ら,フ ラ ンスの マ リア会系 学校 ・ス タニ ス ラス(CollegeStanislas,22ruen・tre-dame-

deschamps,aParis)(註13)の 東 京校 ともい うべ き暁星 学校(Ecolede1'EtoileduMatin)が,明 治

21年(1888)に 創 立 されたが,ほ ぼ全面 的 に フラ ンスの教 育 方式が導 入 されて いる(註14)。その点

を考慮 に入れ る な らば,設 立 当初 の暁星 学校 を通 して,オ ルチ ュス学 院 の授 業 内容 や寄宿舎 での

生 活 を類推 す る こ とは,そ う的 はず れで はない と考 え られ る。

なお,暁 星学校 は前 述の如 く,パ リのス タニス ラス高等 中学校 を手 本 に して創立 され たので,

最 初 は中学校 が設立 された。 その後,許 可 を受 け小学校 が 附設 されたの は,明 治23年(1890)の

ことであ った。

そ こで,同 校 の設立順序 に従 て,中 学 校 の資料 を要 約 して ここに記 してみ る と,次 の通 りで あ

る(原 文 は仏 語 で あ るが,筆 者 が和訳 。小学 校 の部 も同 じ)。 但 し,我 国特 有 の学科 目(日 本語

お よび漢文等)は オルチ ュス学院 の学科 内容 とは直接 関係 が ないので,削 除 した ことを付 記す る。

国立 リセ 学習年限を六年 とし,文 法学級二年,古 典学級二年,修 辞学級一年,お よ

び数学級一年を含む。
コ レ 　 ジ ユ 　コ ミユ ノ 　

中学校,す なわち公立 コレージュー リセより狭 い範囲の教育 をおこなうものである。
アンスチチユションコプリヴエ

私 立 学 院一 その教育は中等教育期間のはじめの四か年 に限られる。
パ ンシ ヨナ 　プ リヴエ

私立寄宿学校一 これは文法学級 しかもたない。」(註12)

ここでの授業内容,お よび寄宿舎

1中 学校(五 年制)(註15)

倫理(第 一学年か ら第三学年 まで開講)

第一外国語(フ ランス語,全 学年開講。以下同 じ)

第二外国語(英 語あるいは ドイッ語,全 学年)

古典語(ラ テン語,全 学年)

哲学初歩(第 四学年)

理財学初歩(第 五学年)

歴史(全 学年)

地理(全 学年)

算術(第 一学年か ら第三学年)

代数(全 学年)

幾何(全 学年)

三角法(第 四学年,第 五学年)

物理(全 学年)

化学(第 三学年から第五学年)

博物(全 学年)

簿記(第 五学年)

測量(第 五学年)
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習字(全 学年)

図画(全 学年)

唱歌(全 学年)

体操(全 学年)

さて,小 学校 の部 に入ると,「明治19(1886)年4月 の小学校令に続 いて同年5月 文部省令 を

以て 『小学校 ノ学科及其辞度』が制定 された。 これ らによれば,小 学校は尋常小学校4年,高 等

小学校4年 の2段 階であ り,学 齢児童は6歳 か ら14歳 までである」(註16)。暁星 もこの省令 に準拠

すべ く,学 科目等の計画書 を作成 している。

H尋 常小 学校(四 年制)(註17)

修身(週 におこなわれる授業数,各 学年1時 間。以下同 じ)

第一外国語(フ ランス語,5時 間)

第二外国語(英 語,5時 間)

算術(5時 間)

歴史(1時 間,2学 年か ら開講)

地理(1時 間,2学 年か ら開講)

実物教育(理 科の初歩)(1時 間。開講学年 は明記せず)

習字(2時 間。同上)

図画(1時 間。同上)

唱歌(1時 間。同上)

体操(2時 間。同上)

皿 高等小 学校(四 年制)(註!8)

倫理(授 業時間数,各 学年1時 間。以下同じ)

哲学初歩(第 三,第 四学年に開講,各2時 間)

第一外国語(フ ランス語。第一学年から第二学年,5時 間。第三学年,第 四学年各4時 間)

第二外国語(英 語。第一学年から第二学年,5時 間。第三学年,第 四学年各4時 間)

歴史(第 一学年のみ1時 間。他 は2時 間)

地理(全 学年1時 間)

算術(第 一学年,2時 間。第二学年,第 三学年,各1時 間)

代数(全 学年1時 間)

幾何(第 一学年,1時 間。その他 は各2時 間)(註19)

簿記入門(第 二,第 三,第 四学年で開講,各2時 間)

物理(第 二,第 三学年各1時 間。第四学年,2時 間)

化学(第 三学年,1時 間。第四学年,2時 間)

博物(各 学年1時 問)

習字(第 一学年から第三学年,各1時 間)

図画(各 学年2時 間)

唱歌(各 学年1時 間)

体操(各 学年2時 間)
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IV寄 宿舎での生活

前述の様 に,小 野政吉はオルチュス学院での寮生活の記録 を全 く残 していない。 しか し,幸 い

なことに,暁 星学校設立当初の卒業生が,こ の間の事情に触れた貴重な文章を発表 しているので,

ここに記 し参考 にしてみたい。おそらくオルチュス学院 と暁星学校の問に,そ れ程の大 きな差異

はなかったもの と思われる。実際,こ の卒業生は同文 中で 「…其時は母校 と関係のある伯父の勧

めに依 っていよい よ中学科の一年の第二学期(正 月)か ら入学 した。附添 って来て呉れた伯父は

耳でなら佛語が解るからヘ ンリック校長は佛語でペラペ ラと話 される一方校長は当時は耳でなら

日本語が解るか ら伯父は遠慮 なく日本語で話 し答える。間に立たされる乃公 は此二人の問の会話

が実 に不思議で不思議で堪 らず,唯 呆然 として二人の顔 を見比べてゐた…銘 々が全 く別 な言葉で

話 して,之 で どうして意味が通 じるだろうと驚 き怪 しむと同時にこんな心許ない変挺な談判 によ

つて此コワイ異人の手に引取 られ,ア ノ繹山の異人の児 と一・所 に置かれるのかと心細いや うな悲

しいやうな思ひに涙 ぐんだのである。入学 を許 されてモアイヤンに編入 され,自 習室 に座席 を定

めて貰った。監督はゴージェ先生 とフレーグル先生であった。見るもの聞 くもの一 として珍 らし

く不思議 ならぬはなく,宛 で外国 に留学 してゐたや うな気が した」(註20),と当時の雰囲気 を伝 え

ている。

さて,寄 宿舎での生活であるが,朝 は夏冬 を通 じて五時半 に起床。そ して,「朝の 自習は七時

半迄,夫 から食事,八 時か ら授業が二時間続いて,十 時か ら三十分間遊戯 十時半から十一時半

迄授業,十 二時迄昼食,十 二時か ら一時 まで遊戯,一 時か ら四時まで授業,夫 か ら四時半迄遊戯,

四時半から六時 まで自習及び入浴,六 時半まで室内遊戯,後 一時間自習があって夜食 と云 う時間

の配当であった…」儲21)。

さらに,「七時半が鳴ると例 の一列行進で浴室の前のヴェランダを無言で通って食堂 に入る。

ランプの灯影に中小組の弟連 と一処に会食をする此夕食が一・日の中で一番家庭的で嬉 しかった。

此処で計 りは日本語が勝手であったから饒舌 るは饒舌 るは終 日の腹膨 るる業を一度 に詰換へ るの

だか ら大変である」(註22)。そ して八時は就寝,こ れが一日の日課であった。

V教 科書

オルチュス学院ではどの様 な教科書が使用 されていたのであろうか。大変有難いことに,当 時

この学院で用い られた書籍が数冊現存するので(註23),政吉が 「賞品授与式」(Distributiondesprix)

で授与 された本を紹介 してお くことにする。

なお,報 告 した書籍に関しては,記 述の便宜上,以 下の順序に従 ったことを付記する。

① 著者 ② 標題紙 ③ 構成 〔表紙(形 態,色)〕,寸 法(縦 ×横),出 版年(刊 行場所,

および出版社)④ 頁数

(A)

①M.Sainte-Beuve.

OFables/de/Florian/suiviesde/SonTheatre/precedees/d'unjugementparla

harpe/Etd'observationslitteraires.

③ 表 紙 は バ ラ色(校 章 が 描 か れ,そ の 中 央 にInstituti・nHortusの 文 字 有 り。 背 表 紙 は 革 表

装)。 表 紙 の 裏 に長 方 形 の 紙 片 が 貼 ら れ て お り,そ こ に は次 の 様 な 内容 が 記 さ れ て い る。

InstitutionHortus/distributiondesprix/classede8e/Division/leiPrixd'Analyse/
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DecerneaOnoMassa/LegAout1876/Lechefd'institution/(signatureillisible)0

18.3cmX12cm,1874(Paris,Garnierfreres,Libraires-editeurs)o

④477頁 。

(B)

①ParC.A.Walckenaer,membredel'institut.

②Fables/de/LaFontaine/nouvelleedition/revueetaccompagneedenotes/Tome

premier.

③ 表 紙 は赤 色(校 章 が 描 か れ,そ の 中 央 にlnstitutionHortusの 文 字 有 り。 背 表 紙 は濃 い赤

色 で,背 文 字 有 り)。 表 紙 の 裏 に は,長 方 形 の 紙 片 が貼 られ て お り,そ の 内 容 は次 の 通 り。

InstitutionHortus/distributiondesprix/classede6e/Division/2ePrixdeVersion

grecque/DecerneaOnoMassa/Le7Aout1878/Lechefd'institution/(signature

illisible).21cmX13.7cm,1826(AParis,chefL.deBure,Libraire,/Nepveu,Libraire)o

④349頁 。

(c)

10DanieldeFoe.

②Aventures/de/RobinsonCrusoe/par/DanieldeFoe/traductionnouvelle/lllustra-

tionsdeGrandville/nouvelleedition

③ 表 紙 は 紺 色(校 章 が 描 か れ,そ の 中 央 にInstitutionH・rtusの 文 字 有 り 。 背 表 表 は 革 表 装

で,活 字 有 り)。 表 紙 の 裏 に は,長 方 形 の 紙 片 が 貼 付,記 さ れ て い る 内 容 は,次 の 通 り 。

InstitutionHortus/distributiondesprix/classede8e/Division/Prixd'Exemptions/

DecerneaOnoMassa/LegAout1878/Lechefd'institution/(signatureillisible}.

18.3cmX12cm,1875(Paris,Garnierfreres.Libraires-editeurs)o

④432頁 。

これ等 の教 科書 によって明 らか になった こ とは,第 何 学級 におい ては,如 何 な る科 目が学 ばれて

い たのか,認 識す る こ どが 出来た こ とで あ る。例 えば,上 記 の(A)で は,政 吉が 第八 学級(classe

de8・,小 学校4年 相 当)の 時 に,フ ラ ンス語 文 法 の分 析(1erPrixd'Analyse)に お いて,優 秀

賞第一等 の賞状 を得 てい るこ とを意味 してい る。

(B)に関 して も説 明 して お くと,政 吉が 第六 学級(clessede6・,中 学校1年 相 当)の 時,ギ リ

シヤ語 の翻 訳(2・PrixdeVersiongreque)で,優 秀賞第二 等 の賞 を獲得 した こ を物 語 ってい る。

(C)は,(A>と 同様 に小学 課程 におい て,賞 状 を貰 った こ とを表 わ して い るが,Exemptionsと い

う単 語が今 一・つ はっ き りしない。 当時 の慣 習が 明 らか で はないので,断 言 は許 され ないが,お そ

ら く,「 学業 の優 良証」又 は 「特別 賞」(処 罰免 除の特典 つ き)の 意味 であ ろ う。

こう して政吉 は,オ ルチ ュス学 院の生活 に慣 れてい くが,彼 の年 齢 や フラ ンス語 の 能力 を考 え

れば,そ の苦 労 は察 す るに余 り有 る。 その上,明 治7年(1874)の 末 には,小 野組 の瓦解 事件 が

突発 したため,翌8年(1875)に は政吉 は経済 的問題 に も遭遇す る。幸 い なこ とに,蜂 須 賀駐仏

公使 の斡施 に よ り,中 途帰 国す る ことな く,留 学 は継続 され たのであ った(註24)。
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5.

小 野 政吉 はオ ルチ ュス学 院 を卒業 して,リ ヨン高等 商業学校(EcolesuperieuredeCommerce

deLyon)に 進 学す る。時 に1880年(明 治13)の 秋 の こ とであ った。

同校 に関 しては,小 野 吉郎氏 よ り資料 の提供 が な され たので,こ こに記 してみ る と,以 下 の様

な学校 であ った とい う。

「リヨン商科大 学(EcolesuperieuredeCommercedeLyon,略 してESCL)は1872年 に商都 リ

ヨンの リヨン商工 会議所 によって本部建物 の 中 に設立 され た学校 で あ る。パ リのHEC商 科 大学

よ り8年 先 につ くられた。設立 以来,リ ヨ ンの有 力企業 の経営 者が 出資 したばか りでな く,直 接

教 えていた。 た とえば,ユ ー リス ・ビラ,ギ ー ・ジ ャコブ,等 の実業家 は直接教 えてい た。 特 に

ピラー族 は 日本 と も関係 が深 く,1887年 に ビラ商会 の支 店 を横 浜 におい た。 親 日家 の一・族 で,駐

日大使,リ ヨン日本名誉領 事,駐 日大使館 武官 夫人等 が あ らわれ た。

サ ン ト ・エ チ ェヌの鉱 山大学 が ナポ レオ ン戦争 で の敗 戦 の翌 年 に設 立 された ように,普 仏 戦争

の敗 戦 の翌 年 に リヨ ンの商科大 学が 開校 した。 リ ヨンと同 じ頃,ル アー ブル,マ ルセ イユ,ボ ル

ドー等貿易 港 のあ る大都市 に もそれ ぞれ商科大 学がつ くられた。

政吉 は1880年 に入学 して,1882年 に卒 業 した。一般商 学 と銀行 実務 を学 んだ。商学,商 法,銀

行 論,貿 易 論,貿 易地理 学等 を学 んだ。

当時 は,34ruedelacharite,現 在 の繊 維歴 史博物 館 の建物 内 にあ ったが,そ の後 創立 百 年 を

記念 して リ ヨン市 内 か ら,北 効 のエ キ ュ リー(Ecully)の23avenueGuydeCollongueの 広 大 な

近 代 的 キ ャ ンパ ス に新 築移 転 した。 そ して,CESMA(Centred'Enseignementsuperieurau

management)を 新設 した。LyonGraduateSchoolofBusinessAdministrationと い う英 語 の正式

名称 もあ る。 こ こで 国際企 業が 求め るMBAの 資格が取得 で きるよ うになった。」

参考 まで に,現 代 の高等 商業 学校 の教 育 は どの よ うに行 われてい るので あろ うか。 一例 と して,

ルー ア ン高 等商 業 学校(L'EcoleSuperieuredeCommercedeRouen)を 取 り上 げ てみ る と,以

下 がそ の学 科 目であ る(註25)。

Premiereannee

ointroductionalaviedesaffairesetdesentreprises,

oacquisitiondesconnaissancesdebase ,desmethodesraisonnementetdescomportements,

oStagea1'etranger.

Deuxiemeannee

oapPlicationdesconnaissancesdebase ,

oacquisitiondestechniquesdegestion,

odeveloppementdesaptitudes.

ぴ サヘ ノ
troisiemeannee

oStagedegestiondapsuneentreprise .

oTronccommun

synthesedesenseignementsdegestion,

entrainementalaprisededecision,

elaborationdepolitiques.
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QuatreOrientationd'Optious:

GestionCommerciale

GestionFinanciers(dontI'optionfinancescomptabilite)

GestionGenerale

Gestioninternationals.

さて,リ ヨ ン高等 商業学校 を卒業 した小 野政吉 は,フ ランス での学業 は一応修 了す る ことにな

る。 この後 の政吉 の活 動 に関 しては,本 稿 の主題 とは離 れ るので,簡 単 に記す だけ に止 め るが,

残 され た資料 に よれば,最 後 まで フラ ンス との 関係 が深 か った ことを物 語 って い る。

明治15年(1882),10年 ぶ りにフラ ンス か ら帰 国 して の ち,東 京専 門学校(現 早稲 田大 学)に

入 学(註26)。 日本語 を学 ぶ 目的だ った ともい う。翌20年(1887),横 浜正 金銀 行(SpecieBankde

Yokohama)に 入行 す るが(註27),同28年(1895)に は リヨ ン支店 に転勤 にな る。 そ の3年 後 の明

治31年(1898)に 支店 長 に就 任 した。

大 正10年(1921),三 男 ・敏郎 が フ ラ ンスで の学業 を終 えた の を契機 に帰 国す る と,東 京 の 日

仏銀行 に再就 職 し,日 本側 の総支配 人 とな った。 また,日 仏会館 の設立 に際 しては,評 議 員 の一

員 と して名 を連 らね,日 仏交 流 の分 野で の活躍 を期 待 され たが,残 念 に も小 野 政吉 は死 去す る。

時に大正14年(1825)7月 の こ とで あった。

6.

小 野政 吉 の子息 ・敏郎(1900-1941)に つい て述べ る わけで あ るが,彼 の生涯 に関 して は,直

系 であ る小 野吉郎氏 の記述 に譲 り(註28),本 稿 で は主題通 り,敏 郎 の フ ランスで の研 鐙 のみ に限定

して報 告す る こ とに したい。

小 野敏 郎 は1900年(明 治33),リ ヨンで誕生 した。父 ・政吉 の三男 であ る(註29)。一 時,両 親 に

連 れ られ て帰 国。 そ の後,リ セ ・ア ンペ ー ル(LyceeAmpere,31ruedelaBourse)(註30)で の課

程 を終了 し,バ カ ロ レア取 得後,高 等専 門学校(GrandesEcoles)の 受験準 備 のため,特 別 ク ラ

ス(classepreparatoire)を 持 つ,リ セ ・デ ュ ・パ ル ク(LyceeduParc,1boulevardAnatole

France)に 入学 す る(註31)。1917年(大 正6)の こ とで あ った。そ の2年 後 の1919年(大 正8),

難 関の国立 サ ン ・テチエ ンヌ鉱 山学校(EcolerationaledesminesdeSaint-Etienne)に 合格す る。

なお,同 校 に関 して は,小 野吉郎 氏が調査 を してお り,そ の内容 は次 の様 な もので あ るとい う。

「パ リの鉱 山学校 は フ ランス革命 をまたず に1783年 に化 学者 で鉱物 学者 のバ ル タザ ル ・サ ジュ

(BalthazarSAGE)に よって設 立 され た。 これ に対 してサ ン ト ・エチ エ ヌの方 はナ ポ レオ ンが

退位 したあ との1816年 にボニエ ーに よって設立 され た。 パ リで は工業政 策や工業経 営 の理論 に重

点 をお き,サ ン ト ・エ チエヌで は,も ともと地元 が炭坑 地帯 なので,現 場主義 の技 術実 習 に重 点

をお くにて き していた。

まず入試 を うけるた めの資格 と して リセの課程 を終了 し,バ カ ロ レア前期 に合 格す る と,2年

間の 『数学特 別学級』 を経 て,バ カ ロ レア後期 に更 に合格 した者 に限 られ る。19世 紀初 め にバ カ

ロ レアの制 度が で きたが,理 系 のバ カロ レアは1900年 にな って独 立 した。小 野敏郎 の受験 当時 は,

フランス の南 半分 で は リヨンの リセ ・ア ンペ ルか ら1914年 に分離独 立 した リセ ・デ ュ ・パ ルクだ

けだ った。

サ ン ト ・エ チエ ヌは 当時入学 定員40名,現 在 は160名 。 第一次 大戦 中はほ とん ど学 生 を募 集 し

なか ったか ら,復 員兵 と現役 生 の若 い志願 者 とを合 わせ激 烈 な受験競 争 だ った。
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履 修科 目は,数 学,物 理,化 学,鉱 物,採 鉱 治金,採 炭,構 内施設,機 械工学,金 属 工学,材

料 力学,蒸 気機 関,抗 内実 習,工 場実習等 。

卒業生 は学士 で はな く,文 官鉱 山技 師(lngenieurcivildesmines)の 称号 を当時 は建 設大 臣(現

在 は工業大 臣)か ら授与 され る。敏郎 の卒業 当時 はパ リ とサ ン ト ・エチエ ヌの卒業生 は対等 関係

にあった。 ところが,そ の後石 炭が斜 陽化 し,一 方パ リへ の中央集権 制が よ り徹 底 した。現在 サ

ン ト ・エチエ ヌは石炭 に代 わって,石 油 化学,有 機化 学,原 子 力工業等 に重 点が移 る。最近 で は

情 報科 学,エ ネル ギー政策,環 境 工学等 に も力 をいれて いる。

この学校 は創 立 か ら1931年 まで,19rueduGrandMoulinに あ った。1931年 以後 現在 地,158

coursFaurielの 新校 舎 に移 り,旧 校舎跡 にはMaisondesIngenieursが 建 ってい る」

1921年(大 正10)に この鉱 山学校 を修 了 し,帰 国の途 につ くことになるが,卒 業 証書 の主要 な

個所 を記 してみ る と,次 の様 な ものであ る(註32)。

Republiquefrangaise/Ministeredestravauxpublics/Ecolenationaledesminesde

Saint-Etienne/Diplomed'lngenieurcivildesMines/

AccordeleDiplomed'lngenieurcivildesMinesde1'EcoledeSaint-EtienneaM.Ono,Tociro/

nele19Avril1900,aLyon(Rhone}/DelivreaParis,le26Decembre1921/

LeMinistredesTravauxpublics,Signe{illisible).

ところで,敏 郎 はフランスの学校時代 に,ど の様な書物を読 んでいたのであろ うか。フランス

の高等専門学校卒業程度の者であれば,そ の蔵書 も想像出来るところである。 しか しなが ら,関

東大震災,第 二次世界大戦等のために,書 籍の大部分 を失って しまった。それ故,現 在残存する

ものは少数であるが,そ れ等をここに示 してみると,次 の通 りとなる。但 し,煩 雑のなるのを避

けるため,書 物名 のみを記 してお く(註33)。

(A>GrammairefranGaise/coursmoyen.

(B)1913(Vingtiemeannee)/AlmanachHachette/petiteencyclopediepopulaire/delaVie

Pratique.

(C)XVIIIesieclerevolutionempire(1715-一 一1815).

(D)XIXesiecle(1815-一 一1900).

(E)PauletVirginie/suivide/Lacliaumiereindienne.

(F)CharlesBaudelaire/LesFleursduMal.

(G)Chateaubriand/Recits,Scenes/etPaysages.

(H)Les/milleetunenuns/contesarabes/choisis/pourlajeunesse.

(1)Lescomes/de/Perrault.
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(J)Nouvelles/de/AlfreddeMusset.

7.

前章では小野敏郎のフランスでの学歴,そ れに蔵書等を述べてきたが,や は り最終的には,彼

のフランス語の実力が知 りたい ところである。敏郎のフランス語には定評があ り,そ れ を裏付 け

る資料 も有るが(註34),や はり直筆のものが望 まれる。

幸い,彼 自身の筆になる書簡が数通残 されているので(註35),こ こに記 し,敏 郎の仏語表現力を

窺う一端 にしたい。

なお,文 体は平易であ り,そ の上,達 意な文章なので,あ えて訳文は付 さず,手 紙の背景など

を説明するに止めた。

STGOTTHARDZURICH,le22janvier193fi.

HOTEL

ZURICHMajolieaimee,

J'esperequetuteportesbien,'quetoutmarchecomme 、ilfautalamaison,quenotrepetit

Yoshioestguerietqueriennetotourmente.

NoussommesbienarrivesaZurichlundimatinetlesepreuvesdetirsesonttresBienpas-

sees.Hierjesuisalleavec1'ingenieurdelaMarinequiestavecmoi,aNeuhausen,presde

Schafhouse,toutpresdelafrontiereallemande.Ilyalaunegrandeusinequenousaeonsvisitee

etenbasdecetteusine,lafameusechuteduRhinquiestunedeschoseslesplusconnuesdela

Suisse(tupeuxdemanderaAlice).LeRhintombede25metressurunelargeurde100metres

etonpentaltertoutacotedelachute.Uningenieurde1'usinenousyaconduitsetnousafait

voirtresendetail.Nousaeonseuuntempsexceptionnellementbeau.

CeMonsieurdelaMarineestpartihiersoiretaujourd'hui,jusqu'ademainapres-midi,jesuis

seul.Jenerestepaspourtantinactif,jesuisallecematina1'usineOerlikonpourdiscuterde

diversesquestions,j'aiaussitelephoneaNeuhausenpourparlerdechosesquejenepouvaispas

diredevant1'ingenieurdelaMarine.

Toutvabien,jenetoussepastropmaismessouliersneufsmefontassezmal.Jeviensdede-

jeunera1'hoteletlanouvellemontrequej'aienfinacheteehiersoirmarquelh.15.Vers2h.

j'iraimefairecouperlescheveux.

JepensetoujourspouvoiretrerentreaParissamedimatin.Cen'estpasamusantd'etreseul.

Sitopouvaisetreavecmoi,commeceseraitBienmieux.J'aihatedetorevoiretdebaisertes

levres.

Abientot,maCherie,jet'aime.EmbrassebiennotrepetitYoshiopourmoi.

(Signatureillisible)

(ス イスのチ ュ リッヒか ら,パ リの妻 あて の書 簡。 当時,フ ラ ンス語 に精通 して なか った妻 の

ため,平 易 な文章 で書 い た もの と思 われ る。)

Neuilly,samedi25mai1940.

MaCherie,
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 J'ai su que vous  etiez partis tous les deux dans de tres bonnes conditions et j'espere sincere-

ment que vous arriverez a Biarritz aussi bien que vous etes partis. 

 Je fais partir aujourd'hui un colis postal avec ton manteau et tout ce que tu as laisse. Garde 

soigneusement le carton et le papier goudronne ; je te demanderai peut-etre de me les renvoyer 

pour de prochains envois. 
 Aujourd'hui, j'ai travaille au bureau. jusqu'a 2 heures, mais je pourrai me reposer cet 

apres-midi et dimanche. 

 Tout est tres calme aujourd'hui et j'espere que vous pourrez revenir vite tous les deux. Je 

pense que Yoshio est bien sage et qu'il m'ecrira quelquefois. 
 Je pense que ton installation te suffira la-bas. Si vous trouvez 1'hotel trop mauvais, je pense 

que vous pourrez vous concerter pour trouver quelque chose de mieux. 
 Embrasse bien Yoshio pour moi. Comment trouves-tu Biarritz ? 

Je t'adore.(Signature illisible.) 

( 'Y WO) 7 LZ, C *A*Vti 1) ‘2 6~.IN L 
ZU~~~ ,,~+ I~ 6 A GI 4-01/ F— Vs: t 0 r, 7 76 '(-Q6D+017)'TT-, 

Wh&) 'D ~, zcfkl 1940 I I , L < < t, L o)

                              Neuilly, 1 er juin 1940. 

                               Mon cher petit Yoshio, 

 J'ai ete tres content de recevoir to lettre hier (n'oublie pas de mettre la date). Je suis tres 

heureux de savoir que tu travailles tous les jours bien regulierement et que tu t'amuses bien aus-

si. II faut faire tous tes efforts pour tacher de passer ton examen, au mois de juillet, mais aussi 

rester en bonne sante et etre sage avec maman, ne pas la tourmenter. En temps de guerre sur-

tout, chacun grand ou petit doit faire tout ce qu'il doit faire et pour toi c'est surtout d'être un 

bon petit garcon. Je pense a toi continuellement, surtout quand je suis a la maison, car la maison 

sans maman et toi est bien triste. Mais j'espere que tout cela sera bientot fini et que nous 

serons a nouveau reunis tous les trois tres prochainement. Je pense comme la chanson : 
         "Si ca ne va pas tantot

, 

         ca ira mieux demain." 
 Embrasse bien maman pour moi. Je t'embrasse bien aussi. A bientot. 

                                    Papa.

                             Neuilly, 4 juin 1940. 

   Madame Uyeno a-t-elle recu le telegramme disant que nous sommes tous indemnes ? 

M. (......) a aussi telegraphie a sa femme. 

                                             Ma cherie, 

 Je ne t'ai pas ecrit bien longuement hier, car j'ai ete tres occupe et nous avons tenu notre con-

seil habituel du 3 du mois chez M. Uyeno qui nous fait diner chez lui (les restaurants ferment a
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10 h. 1/2). Comme  tu l'as vu dans les journaux, Paris a ete bombarde hier. J'etais en train de 

dejeuner quand les sirenes ont retenti, mais Yvonne et moi nous sommes restes ; j'ai fini de de-

jeuner assez tranquillement. On a entendu tres distinctement le bruit des moteurs ; je n'ai vu au-

cun avion (je n'ai naturellement pas ouvert la fenetre pendant l'alerte ; j'avais garde mon masque 

a gaz pres de moi). J'ai entendu de nombreuses detonations mais pas tres fortes, en general ; je 

croyais que c'etait la D.C.A.. L'alerte s'est terminee une heure apres, et je ne pensais pas qu'il 

put y avoir tant de degat produit en un temps si court. M. Uyeno est alle voir hier et ce matin 

les endroits atteints ; cet apres-midi ii m'a emmene voir quelques-uns des points touches ; je ne 

peux pas to dire oil pour le moment. I1 y a des degats considerables mais je n'ai pas observe la 

moindre agitation parmi la population. Paris est admirablement calme. Je crois qu'aucune bombe 

n'est tombee a Neuilly. 

 Le bureau a enfin trouve un local a Bordeaux pour y aller en cas de necessite. Voici l'adresse: 

  17 bis, rue Scaliger, Bordeaux. I1 n'y a aucun meuble, c'est seulement une grande piece et un 

hall, partie d'hôtel particulier. Je crois qu'il y a l'electricite ; it n'y a ni telephone ni W.C. Rien 

n'est encore prevu pour le logement, sera-ce en hotel, en pension, en appartement ? On ne sait 

rien du tout. Des que tout sera un peu debrouille, it est probable que M. Yoshii et son service 

iront d'abord, car ils ont besoin pour travailler de beaucoup de registres et de papiers et on ne 

peut pas songer a ce qu'ils les emportent precipitamment. Il avait ete question que M. Wake-

bayashi et moi partent d'abord (M. Uyeno et M.Ichikawa restant jusqu'a la fin), mais j'ai 

actuellement en train une affaire tres importante et tres interessante aussi du reste qui fait que 

je ne peux pas quitter Paris immediatement. 

 Si je suis oblige d'aller a Bordeaux, je crois que je tacherai de garder l'appartement de Neuil-

ly aussi longtemps que je pourrai. Je demanderai a Yvonne d'y rester, je pourrai peut-etre par 

la suite lui demander de venir a Bordeaux : je verrai. Je vais tacher de finir de faire les paquets ; it 

y a encore pas mal a faire. En tout cas je vais faire degraisser ta robe de chambre et ton tailleur 

vert. 

 Madame (......) est venue me voir ce soir : elle a recu ta lettre a laquelle elle a déjà repondu, 

mais elle voulait me demander conseil car elle ne peut pas aller a Biarritz ce mois-ci, car elle a 

encore plusieurs eleves a son cours de droit, qu'elle ne peut pas abandonner juste avant 

1'examen. 

 Je crois que M. Ichikawa ne savait pas que sa femme etait aussi serieusement malade surtout 

avec un abces. C'est par la reponse de M. Hori a notre lettre de remerciements qu'il a su que sa 

femme devait garder la chambre. Jusque la , it croyait seulement Sumiko malade. 

 Je n'ai toujours pas de reponse du dr. ( ) Je crois qu'il doit etre tres occupe actuellement. 

Tu pourras certainement demander a ce docteur Clavel de vacciner Yoshio et de lui donner un 

certificat. 

 J'ai bien recu-j'ai oublie de le dire mais tu l'as devine, puisque les 2 paragraphes precedents 

n'auraient pu etre ecrits sans cela-ta lettre du 2 juin et la gentille carte de Yoshio. Dans un jour 

ou deux, j'enverrai le linge demande et je joindrai les autres qu'il demande. 

 C'est tout pour aujourd'hui. La suite a demain. 

 Embrasse bien Yoshio, soigne-le bien. 

               Je t'embrasse tres tendrement. 

               (Signature illisible)
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Net'inquiさtepaspourInasaute,jevaisaussibienquepossible.

PS.JenesaispassiM.YokogawaestBienaBordeaux.Ilestresteapresledepartdesaban-

que,attendantsonsauf-conduit.

(長 文 の 書 簡 で あ る が,敏 郎 の ボ ル ド ー 行 が 決 定 し た こ と を,妻 に 知 ら せ る 。)

Bordeaux,8aout1940.

MaCherie,

Cettefois,c'estdecide.M.M.Uyeno(quis'estenfindecide},Wakeetmoi,nousironssamedia

Biarritzparlememetrainquemoi,YoshiietHikawa,1'autrejour.EsperonsqueIetrainaura

moinsderetard.Nousallonsfaireprendrelesbillets,cetapres-midi.

J'aibieneu,hiersoir,lacartedeYoshio(du5?J'aioublieladate}.

ToutserapretaCauderanpourlachambre;nousallonsd'autrepartdemanderaMmeGarri-

guesiellepents'arrangerpourfairedesrepasa5autrespersonnesdebonappetit.(Riennest

encorearrangepourlachambredeMmeUyeno,ityadeschambreslibresunpeupartout:chez

MmeGarrigue,rueScaliger(......);M.Uyenopenseencoreadeschambresd'hotel)

Jeseraitoutdememebiencontentd'alleraBiarritz(apres27ans)etdevousrevoirtousles

deux.

Enattendant,jevousembrassetouslesdeuxbientendrement.

Aapres-demain.

(Signatureillisible)

(ボ ル ド`一 中の敏郎 が,ビ ア リッッ に居 る家族 を迎 えに行 くとい う書 簡。)

(註1)小 野 吉郎 「三代 にわた るフラ ンス学校 教育体験」,日 仏教 育学会年報1号(N。23-1)79頁,1994年 。

(註2)『 朝 日 ・日本歴史人物事典』(朝 日新聞社編,1994年)に よれば,「本野一郎は明治6(1873)年 フ

ランスに渡航 し,9年7月 までパリで修業。17年11月 フランスの リヨン法科大 に入学 し優秀な成績

をおさめた。22年7月 法律博士試験に及第 し…」 とあるが,現 当主(本 野盛幸氏)も 祖父(一 郎〉,

父親同様 フランス との関係 は深 く,氏 自身はフランス大使を歴任 している。

(註3)宮 本又次著 『小野組の研究』

主に同書 を参照 した。

第 三巻(大 原新 生社,昭 和45年),23頁 。 その他,小 野組 に関 しては,

(註4)小 野善太郎著 『維新の豪商 ・小野組始末』(青 蛙房,昭 和41年),89頁 。

(註5)小 野善右衛門の養子となり,政 吉 と同じ様なフランス留学生活を送ることになった。

(註6)重 久篤太郎 『お雇い外国人⑤一 教育 ・宗教」(鹿 島出版会,昭 和43年),136頁 。

(註7)

(註8)

『小 野組 の研究』 第四巻,587頁 。

『維新 の豪商 ・小 野組始末』,89頁 。
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(註9)

(註10)

(註ll)

(註12)

(註13)

(註14)

(註15)

(註16)

(註17)

(註18)

(註19)

鋤

⑳

吻

劉

鋤

劉

劉

駐

駐

駐

儲

駐

駐

儲

(註27)

あ る い はGodavery(NouveauPetitLarousse,1968年 版)。 な お,『LePetitRobert2-dictionnaire

universeldesnomspropres」(1974年)に よ る と,Godavariと な っ て い る 。

拙 著 『幕 末 明 治 初 期 ・フ ラ ン ス 学 の 研 究 』(国 書 刊 行 会,昭 和63年),454頁 一479頁 。

"Di
ctionnairehistoriquedesruesdeParis"TonneI,Hillalret,p.132.

ア ン トワ ー ヌ ・レ オ ン 著(池 端 次 郎 訳)『 フ ラ ン ス 教 育 史 』(白 水 社,1969年),71頁 。

当 時 の ス タ ニ ス ラ ス 学 校 に つ い て は,"ProspectusdeCollegeStanislas,collegeparticulierdeplein

exercice"(22,rueNotre-Dame-des-Champs,AParis),1858年 版 を 参 考 に した 。

TANKASadao"L'Ecolede1'EtoileduMatinunechangeculturelfranco-japonais"(Fukyosha ,

1998).

暁 星 学 校 の 史 料 はAGMAR(ArchivesG6n6ralesMarianistes,Roma)に よ っ て 所 蔵 さ れ て い る 。 中

学 校 関 係 の 史 料 は,"Pland'etudesdu2・degre(1889年)"を 参 照 し た 。

森 秀 夫 著 『日 本 教 育 制 度 史 』(学 芸 図 書 株 式 会 社,昭 和59年),48頁 。

(註15)に 同 じ。 尋 常 小 学 校 関 係 の 史 料 は,"Pland'etudesdesclassespreparatoires"を 参 照 。

(註15)に 同 じ 。 高 等 小 学 校 関 係 の 史 料 は,"Pland'etudesduc・urssuperieur(1902?)"を 参 照 。

第 四 学 年 の 項 目 に は,7・et8・livreと 書 か れ て い る の で,開 講 科 目 に は な っ て い る が,時 間 数 は 明

記 さ れ て い な い 。

在 仙 台 木 星 「太 古 時 代 」(『 暁 星 』 第 壱 号,暁 星 学 校 。 大 正 元 年),34頁 ～35頁 。

『暁 星 』 第 壱 号,39頁 。

(註21)に 同 じ 。

小 野 吉 郎 氏 所 蔵 。

『小 野 組 の 研 究 』(第 四 巻),587頁 。

"Lesdossiersde1'et
udiant"(numerospecialannuel,1977-一 一1978)0

明 治19年4月15日 入 学 と 記 さ れ て い る が(記 録 編 纂 部),卒 業 し た 形 跡 は な い 。 「校 友 会 名 簿 」(東

京 専 門 学 校,明 治30年12月 調)に は,推 選 校 友 之 部 と し て,「 佛 国 里 昂 正 金 銀 行 支 店 内 横 濱 正 金

銀 行 役 員 小 野 政 吉 東 京 府 」 と 明 記 さ れ て い る 。

"Wh
o'swhoinJapan"(1912)o
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(註28) 小 野 吉郎 「父 ・小野敏郎 と日仏 会館」(『 日仏 文化』(第58号),日 仏 会館,1994年)。67--77頁 。

(註29) その他,政 吉には長女(政 子),長 男(長 三),次 男(民 二)が いたが,東 京で義姉の西村産(さ ん)

が預かり,世 話をしていた。

(註30) こ の リ セ は 古 い 歴 史 を 有 し,1519年,1eC・llegedelaTRINITEと し て 誕 生 。18世 紀 末 か ら19世 紀

に か け て,EcoleCentraleと な り,1803年 に は,LyceeImperialと し て 設 立 さ れ た 。 現 在 の 校 名 に

な っ た の は,1888年(明 治21)の こ と で あ る 。

な お,リ セ ・ア ンペ ー ル も現 在 で は,classepreparatoire(準 備 学 級)を 有 し て い る が,そ の 進 路 は,

preparationauhautenseignementcommercialの 分 野 で あ る 。(Lesdossiersde1'etudiant,1977～

1978)を 参 照 。

(註31) (註30)に 同 じ 。 こ の 学 校 の 準 備 学 級 の 進 路 は 多 方 面 に わ た っ て い る 。

1.classedemathematiquessuperieurs.

2.classesdebiologiemathematiquessuperieures.

3.preparationauhautenseignementcommercial.

4.preparationauxecolesveterinaires.

5.classesdelettressuperieures.

(註32)小 野吉郎氏所蔵。

(註33) 同 上 。

(註34) 1925年(大 正15)の2月27日 の 新 聞 記 事("L'OPINION"deSaigon,Indochine)に,「Apresun

brefexordedapslequelits'excusedenepaspratiquernotrelangue,lebaronMatsuokapassela

paroleasonsecretaireM.T.Ono,quihralaConferenceenfrangais.

M.T.Ono,afaitsesetudesaParis;itestdemeuretresparisien.Ils'exprimedapsnotrelangue

avecuneelegancequepourraientluienvierdesFrangais,_」 と あ る 。

(註35) (註32)に 同 じ。

本稿作成にあた り,小 野吉郎氏には色々 と

ここに記 し謝意を表するものである。

ご教示を戴 き,そ の上,資 料に関 しても格別の協力があった。


